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研究成果の概要：米国カルフォルニア州北部、アラスカ州南部、およびカナダのバンクーバー

島に分布する海成白亜系を対象に野外地質調査を実施し、古地磁気層序と大型・微化石層序の

解析を行った。その結果、カルフォルニア州北部において、バレレミアン階からチューロニア

ン階までのほぼ連続的な海成白亜系層序を識別した。また、上記地域の海成白亜系中の大型軟

体動物群と冷湧水起源炭酸塩岩に伴われる化学合成貝類群集を記載し、その意義を考察した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 8,000,000 2,400,000 10,400,000 

２００７年度 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

２００８年度 3,100,000 930,000 4,030,000 

年度    

  年度    

総 計 14,600,000 4,380,000 18,980,000 
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１．研究開始当初の背景 
申請者らはそれぞれの専門的立場から長
年にわたり太平洋北西縁辺の北海道・サハリ
ン・カムチャッカ半島の白亜系の層序や古生
物に関する調査・研究をすすめてきた。これ
までの研究により、白亜系の年代層序・古地
磁気層序・生物相・海洋古環境・産出化石の
進化古生物学意義などに関して多くの知見
が得られている。これらの研究成果を基礎と
して、申請者らは、2003-2005年度に科学研
究費補助金を使用してカリフォルニア州北
部、およびアラスカ州南部の海成白亜系を対

象として総合学術調査を実施した。しかし、
限られた調査期間や厳しい自然条件あるい
は運搬手段上の制約などから、これらの地域
での微化石層序・古地磁気層序を加えた総合
年代層序を基礎とした海生生物群の時空変
遷については十分明らかにすることができ
なかった。そこで、北米太平洋岸に分布する
海成白亜系の化石層序・古地磁気層序と動物
化石群に関する総合学術調査を行い、同地域
での海成白亜系の詳細な年代層序を確立す
るとともに、白亜紀の活動縁辺域での海洋環
境や生物多様性の変動、動物群の系統や古生
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物地理区の成立や変遷などを正確な時間軸
の中で考察することを目指し、本計画を立案
した｡ 
 
２．研究の目的 
本研究では北米太平洋岸に分布する海成
白亜系を対象に、平成18年度から20年度ま
での３カ年間に日米の研究者による総合学
術調査を実施し、古地磁気層序・大型および
微化石層序を統合した詳細な年代層序を確
立するとともに、高時間精度で微化石・大型
化石群の時空的変遷を明らかにすることを
目的とした。 
 
３．研究の方法 
2003-2005年度の調査で総合年代層序・古
地磁気層序が確立されたカリフォルニア州
北部 Ono地域に露出する Great Valley 
Sequence（Budden Canyon Formation）を北
西太平洋域の海成白亜系の基準層序として、
これに豊富な化石を産するアラスカ州南部
およびカナダ、バンクーバー島の海成白亜系
を加えた白亜系を対象として野外調査・室内
研究を行なった。その成果に基づき、日本や
サハリンなどでの先行研究の成果を踏まえ
て、北太平洋全域での後期白亜紀海生生物群
全体の成立過程とその古生物地理学的背景
をグローバルな視点から考察を行った。 
 
４．研究成果 
2006年度 
代表者の棚部と研究協力者の伊庭靖弘（東大
博士課程院生）の２名は、2006年7月に米国
アラスカ州南部Talkeetna山地の海成白亜系
を地質調査し、下部白亜系（アルビアン階）
から多数の大型化石を採集した。また、
Alfred川沿いに露出する上部白亜系（上部カ
ンパニアン階）中に冷湧水性起源と思われる
石灰岩を見いだすとともに、その周囲に特徴
的に産するイノセラムス科二枚貝などの産
状を観察し、化石試料を採集した。さらに、
棚部と研究協力者のジェンキンズ・ロバート
（科研支援研究員）、カイム・アンドレイ（学
振外国人 PD）、友杉貴茂（北大博士研究員）
の４名は 2006年 8月に米国カルフォルニア
州 Redding付近の海成白亜系を地質調査し、
下部白亜系（バレミアン階）中のメタン湧水
起源石灰岩の周囲に分布する化学合成貝類
群集の産状を観察するとともに、化石試料を
採集した。これと並行して、中部白亜系セノ
マアニアン階/チューロニアン階境界付近の
層序を精査し、海洋無酸素事変の検証のため
の微化石解析用泥岩試料を連続的に採集し
た。また、北太平洋域の海成白亜系に特徴的
に発達するメタン冷湧水起源石灰岩の形成
過程とそれに伴われる化学合成群集の古生
物学的特徴をまとめ、Geobiology、Acta 

Palaeontologica Polonicaに発表した。 
 
2007年度 
代表者の棚部と研究協力者のジェンキン
ズ・ロバート（東大２１世紀COE特任研究員）、
カイム・アンドレイ（学振外国人PD）の３名
は､2007年 6月に米国アラスカ州南部
Talkeetna山地の海成上部白亜系を地質調査
し、冷湧水起源の炭酸塩岩の周囲に特徴的に
産する化学合成貝類群集の産状を観察する
とともに､多数の化石試料を採集した｡これ
と並行して、ジェンキンズ、カイムは北海道
夕張市、三笠市、中川町などに分布する海成
白亜系中に含まれる冷湧水起源の炭酸塩岩
とそれらに随伴する特異な化石群集の調査
と試料採集を行った｡これらの野外調査によ
って採集岩石･化石試料の室内研究を行い､
１）北太平洋域の海成白亜系に特徴的に発達
するメタン冷湧水起源石灰岩の形成過程と
それに伴われる化学合成群集の古生物学的
特 徴 を ま と め 、 Island Arc、 Acta 
Palaeontologica Polonicaに発表した。とく
に、北海道羽幌地域の上部白亜系から産した
長頸竜類骨化石に随伴する小型の貝類群集
を現生種と比較検討した結果､骨遺骸に成立
した化学合成貝類群集であることを明らか
にして、Acta Palaeontologica Polonicaに
発表した。これは、中生代の海生爬虫類遺骸
に成立した化学合成群集としては世界初の
報告である｡このほか、代表者の棚部はカナ
ダ､バンクーバー島および北海道の海成上部
白亜系から産した大型鞘形類の顎化石を調
べ ､ ２ 新 属 ３ 新 種 と し て Journal of 
Paleontologyに記載報告した。本報告は､白
亜紀後期の海洋生態系の古生物地理や進化
を考える上で重要な知見と考えられる｡ 
 
2008年度 
 2003-2005年度までの第一次調査に加え、
2006-2007年度の野外地質調査の結果と採集
した岩石試料の古地磁気層序学的解析と大
型・微化石試料の生層序学的解析の結果に基
づき、北太平域で初めて北カルフォルニア州
の下部－中部白亜系の総合年代・古地磁気層
序を確立した。すなわち、ナノ化石および底
生有孔虫の高時間精度群集解析によって、ア
プチアン階下部を不整合で欠くものの、ナノ
化石帯の CC6から CC12にあたるバレミアン
階からチューロニアン階中部までのほぼ連
続的な海成白亜系層序が識別できた。この層
序は北米太平洋域としては最も完全なもの
で、同地域の基準層序と認定できることが判
明した。底生有孔虫が示す古水深は、バレミ
アン階ではUpper neriticを示すが、チュー
ロニアン階ではUpper bathyal となり、時代
とともに深化することがわかった。これらの
成果は、主要分担者共著で現在国際誌に投稿



中である。 
また、代表者の棚部と協力者のジェンキン
ズ、カイムは、北太平洋域の海成白亜系に特
徴的に発達するメタン冷湧水起源石灰岩の
形成過程とそれに伴われる化学合成群集の
古生物学的特徴をまとめ、The Island Arc、
Acta Palaeontologica Polonicaに公表した。
また、2007年度の調査でカルフォルニア州北
部の下部白亜系(バレミアン階)の冷湧水性
炭酸塩岩周辺から産した大型二枚貝につい
て分類学的検討を行ったところ､グリーンラ
ンドの同時代の冷湧水性石灰岩から報告の
ある化学合成二枚貝Caspiconchaに比較され
ることが判明し、化学合成二枚貝群集の起源
や地理的分布を明らかにする上で重要な知
見が得られた｡詳細は､現在投稿準備中であ
る｡ このほか、棚部は、北米太平洋岸のカ
ルフォルニア州北部の下部白亜系(アルビア
ン階)から産した厚歯二枚貝、およびバンク
ーバー島ならびに北海道の上部白亜系(サン
トニアン階およびカンパニアン階)から産し
た大型鞘形類八腕目２新属３新種の顎器を、
それぞれ Cretaceous Research, Journal of 
Paleontologyに記載報告した｡ 
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